
基調報告及び札幌支部の研究 ～令和７年度全国学校体育研究大会北海道大会に向けて～ 

１  

 

 

 

 

 

 

 

基調報告ならびに研究発表をいたします。 

札幌市立幌南小学校の余田です。どうぞよろしくお

願いします。 

 

２  

 

 

 

 

 

 

 

まず、全道統一研究主題についての報告です。 

 

３  

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度より全道統一研究主題を「つなぐ体育 

ひらく未来」として設定しました。 

この研究主題を実現するために、目指す授業像とし

て「見方・考え方を豊かに働かせ、自己実現する体育

活動」を副主題に掲げています。 

 

４  

 

 

 

 

 

 

 

学校体育は、児童生徒が生涯にわたって健康を保持

増進し、豊かなスポーツライフを実現するための資

質・能力の育成を目標としています。 

 

 

 

 

 

５  

 

 

 

 

 

 

 

しかしながら、私たちは子どもの体力の低下と運動

する子どもとそうでない子どもの二極化傾向という

課題を長年抱えています。 

 

 

 

 

 

６  

 

 

 

 

 

 

 

この課題に対応していくためには、改めて体育・健康

に関する指導を確実に行っていくことが必要であ

り、これまで追究し続けてきた体育の本質的な魅力

を引き出す工夫を十分に活用し、それをしっかりと

子どもたちが味わえるようにすることが大切です。 

 

 

           
          

               
         

    
    

          

              
          

   
        

       
      

               
         

         

            

    

     



７  

 

 

 

 

 

 

 

そのためには、児童生徒と遊びや運動・スポーツと

の関係が途切れることなくつないでいく教師の関

わりが求められます。また、児童生徒のスポーツラ

イフをつなぐこと、つまり、運動に関する経験を交

流するなど子ども同士をつなぐ関わりも大切で

す。そうした各学校や各支部の取組を積極的に共

有していく場や連携体制の強化を図ります。 

８  

 

 

 

 

 

 

 

学校における体育・保健体育学習はもちろん、運

動・スポーツに関連する教育活動や地域社会にお

ける体育的活動など、広い視野をもって子どもた

ちの豊かなスポーツライフを実現する基盤を培う

ことができるようにします。 

 

９  

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領解説では、「習得した知識や技能を活

用して課題解決したり、学習したことを相手に分か

りやすく伝えたりすること」が課題として示されて 

います。課題を発見し、解決していく学習を通して

子どもの資質・能力を育てていくことは学校体育

の責任です。 

 

１０  

 

 

 

 

 

 

 

また、学習指導要領では「体育や保健の見方・考え

方を働かせること」についても強調されています。 

運動領域においては、体を動かす楽しさやできる

喜びを味わうために「する・みる・支える・知る」と

関連する手だてを教材と子どもを結び付ける多様

な接点として設ける必要があります。 

 

 

１１  

 

令和の日本型学校教育においては全ての子どもの

可能性を引き出すことが求められています。運動

やスポーツが苦手な子どもに対しても、その楽しさ

や価値を実感できるようにすることで、運動を「す

る」ことだけにとらわれず、多様な楽しみ方や関わ

り方を広げていくことができるようにします。 

 

１２  

 

 

 

 

 

 

 

こうした時代の変化に対応する学校体育の在り

方、北海道らしい新たなスポーツライフの開拓、そ

して ICT 等を活用した距離を越えたコミュニケー

ションの活性化を図ることを目指します。 

 

 

 

 

 

 

                

               

            

         

                

             

          
        

      
            

      
           

             
           

        
        

            
             

     

               

                

               



１３  

 

 

 

 

 

 

 

新たな価値を生み出していく過程を通すことで、

児童生徒の自己実現が成し遂げられ、健康で活力

ある生活が確立し、共生を意識した地域社会へ寄

与していくものと信じています。 

 

 

 

 

１４  

 

 

 

 

 

 

 

続いて、本大会の研究主題および研究内容につい

て御説明します。 

 

 

 

１５  

 

 

 

 

 

 

 

大会研究主題は「豊かなスポーツライフの実現を目

指し、『自ら』課題を発見し、その解決に向けた学習

過程を通して資質・能力を育む体育・保健体育学

習」と設定しました。 

 

１６  

 

 

 

 

 

 

 

この研究主題を設定するにあたっては、「学習指導

要領の趣旨」「北海道の体育研究の営み」そして、

「北海道の子どもの実態」の三点が背景としてあり

ます。 

まず、学習指導要領の趣旨に基づいてです。 

 

１７  

 

これは、文部科学省より示されている児童生徒の

資質・能力の育成に向けて、個別最適な学びと協

働的な学びの一体的な充実を図ることを目指した

イメージ図です。令和の日本型学校教育の構築を

目指して、多様な子どもたちを誰一人取り残すこ

となく育成する個別最適な学びと、子どもたちの

多様な個性を最大限に生かす協働的な学びの一体

的な充実を図ることが今、求められています。 

１８  

 

 

 

 

 

現行の学習指導要領において三つの柱で整理され

た「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学

びに向かう力、人間性等」の資質・能力。この資質・

能力をバランスよく育成するために「主体的・対話

的で深い学び」の実現に向けた授業改善を目指し

ます。 

 

 

 

         

           

           

     

                  

           

                

                 

         

               
         

         

            



１９  

 

 

 

 

 

 

 

そのためには、子ども一人一人がどのように自分

の課題を見付けたり発見したりしたのか、その課題

解決に向けてどんな試行錯誤があったのかなど、

子どもの学習過程を重視した授業改善を進めるこ

とが大切だと言えます。 

２０  

 

 

 

 

 

 

 

研究主題設定の背景、二点目は、北海道の体育研

究の営みからです。 

 

 

 

 

 

２１  

 

 

 

 

 

 

 

北海道ではこれまで三度の全国学校体育研究大会を開催

してきました。平成２年の大会では、子ども自らが自分の能

力に応じた課題をもち、その課題に向かって自主的に取り

組み、達成する喜びを味わえるように学習指導の改善を図

りました。平成１４年は基礎・基本となる動きや技能を確実

に身に付けることができる教材を工夫することで、仲間と

の関わりを充実させる学習指導の在り方を発信しました。

平成２４年には子どもに身に付けさせたい確かな体育の力

を明確にすることで、どの子どもにも確実に獲得させてい

く指導と評価の在り方を提案しました。 

２２  

 

 

 

 

 

 

 

北海道はこれまで目の前の子どもの姿を大切にし、どんな

力を子どもに身に付けさせたいのかということを明確にし

た研究に取り組んできました。また、友達や仲間と豊かに関

わりながら、課題を発見し、課題を解決する学習を大切にし

てきました。こうした北海道の体育研究の成果を踏まえ、本

大会では、子どもが自ら課題を発見し、仲間とともに課題

を解決する学習を通して、三つの資質・能力を育むことを

目指します。授業を通して、改めて課題解決する学習の在り

方について議論し、皆さんと共有したいと考えています。 

２３  

 

研究主題設定の背景、三点目は北海道の子どもの

実態からです。 

 

 

 

２４  

 

 

 

 

 

 

 

これは、令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣

等調査における北海道の児童生徒の実技に関する

結果です。 

小学校は体力低下傾向に歯止めがかかり、体力合

計点は昨年に比べ上昇し、全国との差も縮まりつ

つあります。 

 

 

         

         

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 



２５  

 

 

 

 

 

 

 

中学校においても小学校同様の傾向が見られます

が、女子においては依然として全国との差に開き

が見られます。体力・運動能力調査において北海道

の児童生徒の体力は決して高くはない現状と言え

ます。 

 

２６  

 

 

 

 

 

 

 

これは質問紙調査「体育・保健体育の授業は楽しい

か」という質問における回答を示したものです。小

中学校男女共に「楽しい」と回答する児童生徒の割

合は全国平均を上回っています。 

 

 

２７  

 

 

 

 

 

 

 

「運動やスポーツをすることは好きか」という質問

においても「好き」と回答した児童生徒の割合は全

国平均を上回っており、体育授業や運動・スポーツ

への関心の高さが伺えます。 

 

２８  

 

 

 

 

 

 

 

これは「小学校、中学校卒業後に自主的に運動やス

ポーツをする時間をもちたいと思うかどうか」につ

いての質問結果です。こちらも「そう思う」と答えた

児童生徒の割合は全国平均を上回っています。「運

動やスポーツをすることが好き」と回答している児

童生徒ほど進学後や卒業後に自主的に運動したい

と思う割合が高いという傾向も見られました。 

２９  

 

運動やスポーツをすることが「楽しい・好き」と感じ

る児童生徒が多いことは、北海道の強みです。より

一層、体育・保健体育の学習の充実を図ることで、

進学後や卒業後も運動・スポーツに親しみをもち、

豊かなスポーツライフを実現することへつながっ

ていくと考えます。 

以上が研究主題設定にあたっての背景です。 

 

３０  

 

 

 

 

 

 

 

次に、研究内容について御説明します。研究主題の

具現化を目指し、これら三つを研究の柱として取り

組みます。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

      

      

      

         

          



３１  

 

 

 

 

 

 

 

三つの柱の根幹にあるのはすべて「子ども」です。

学びの主役は子どもであるという認識をもつこと

が研究を進める上での前提となります。 

 

 

３２  

 

 

 

 

 

 

 

それでは三つの研究の柱の具体について、小学校

５年生 表現運動「自然の脅威図鑑をつくろう」の

実践を基に見ていきます。 

 

 

 

 

３３  

 

 

 

 

 

 

 

研究の柱一つ目は、子どもの「～したい」を生む教

材づくりです。 

 

３４  

 

 

 

 

 

 

 

表現運動の特性である動きの広がりの楽しさにつ

いてどの子も味わうことができる素地づくりを単

元を通して大切にしました。オノマトペから動きを

連想して動くオノマトペカルタで即興的に踊った

り、新聞紙を使った表現により、ねじる動きや不安

定な状態など体の色々な部位を使った動きを引き

出したりする活動を行いました。 

３５  

 

また、一人一台端末を活用して動画を共有できる

仕組を生かし、「自然の脅威が伝わる動画を作成し

よう」という学習のゴール（目標）を設定しました。 

単元の始めに「なりきり自然ビンゴ」と題してペア

で即興的に踊ったり、動きを ICT で蓄積したりす

る活動を行うことで、「もっと人数を増やして踊っ

てみたい。」「他の題材も表現してみたい。」という

子どもの思いが生まれるようにしました。 

３６  

 

 

 

 

 

 

 

このように、運動やスポーツの楽しさや喜びを単元

を通して味わうことができるようにするとともに、

単元で目指すゴールを明確に示したり、男女や技

能差に関係なく取り組めるよう共生の視点を踏ま

えながら、子どもの発達段階や実態に合わせたル

ールや場づくりを考えたりすることなどを、教材づ

くりで大切にします。 

 

 

     

                  

                  

                  



３７  

 

 

 

 

 

 

 

研究の柱二つ目は、子どもが自ら課題を発見し、解

決するための手だてです。 

 

 

３８  

 

 

 

 

 

 

 

本実践は、自分が表現したい自然現象を一つ選

び、選んだものが同じ子同士でグループをつくり、

ひとまとまりの動きにする表現活動をメインにしま

した。その過程の中で、動きをグループ同士で評価

しあう活動を取り入れ、その他者評価をもとにグ

ループの課題を見付けることができるようにしま

した。 

３９  

 

 

 

 

 

 

 

どの場面をどのような動き方で工夫するか課題を

明確にするために、グループごとにボードを用意

し、解決の見通しをもてるようにしました。自分た

ちの表したいイメージをより相手に伝わるように

するために、単元を通して蓄積してきた動きの工

夫やリズムの工夫などを参考にしながら動きを通

した課題解決を目指しました。 

４０  

 

 

 

 

 

 

 

学習指導案には、子どもがいつ、どのような課題を

見付けたり、発見したりできるようにするのか、そ

のためにどのような活動を行うのかを位置付けま

す。 

 

 

 

４１  

 

また、課題を見出した子どもがどのように解決し

ていくのかという姿を十分に想定し、解決に向か

うための手だてを示すようにします。 

 

 

 

 

４２  

 

 

 

 

 

 

 

このように子どもが自ら課題を見付けたり、発見し

たりして解決する学習を通して、自己の高まりを実

感できるようにします。そのためには課題設定や

解決の見通しをもつ活動、振り返りの充実が不可

欠であり、教師はその手だてを講じることが必要

です。子どもが自分の課題を解決する過程と成果

を自覚する学びを繰り返すことで資質・能力は育

まれていくと考えます。 

 

 

     

                       

                       

                       



４３  

 

 

 

 

 

 

 

研究の柱三つ目は、子どもが自分に合った方法で

学習できる学習過程の工夫です。 

 

 

 

 

４４  

 

 

 

 

 

 

 

対話的な学びにおいて、他者との関わりは欠かせま

せん。自分たちのイメージした動きが伝わるかどうか

を直接見合ったり、仲間に撮影してもらった動画を見

たりすることで、理想の動きへと近付けていきます。

踊りを工夫する時間、見合う時間、撮影する時間な

ど、教師がすべて設定するのではなく、子どもが自分

たちで決めることができるようにすることで、必要感

のある学びにしていきました。 

４５  

 

 

 

 

 

 

 

本実践では、他グループの表現を見て相互評価する

場面や振り返りの場面で ICTを活用しました。文字

入力だけでなく、実際の動きを動画で撮影したり、教

師が個別に聞き取りながら行ったりするなど個に応

じた多様な方法で振り返るようにすることで、自分の

学びを自覚できるようにしました。 

４６  

 

 

 

 

 

 

 

学習指導案には、単元構造図という指導と評価の

計画を作成し、単元の目標や評価規準、１時間ごと

の学習の流れ、その時間に何を重点に評価するの

かが明確になるようにします。評価規準や目標を

明確にして子どもへの関わりをもつことで、授業

改善を図ります。 

 

４７  

 

子どもが課題を発見し、解決に向けて活動する際

には、他者と関わり、解決の道筋を自己決定できる

ような学習過程にします。その際、ICT 等を効果的

に活用することで、他者の考えを取り入れたり、交

流したりできるように工夫します。教師による評価

と子どもの自己評価の両輪により、子どもの課題

解決への意欲を高めていけるようにします。 

４８  

 

 

 

 

 

 

 

この後の分科会では、全道各支部の皆さんの活発

な討議により、全道統一研究主題、そして、大会研

究主題に迫っていけるものになることを期待し、基

調報告ならびに研究発表を終わらせていただきま

す。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

     

                         

                         

                         

               
         

          
           
    


